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提言タイトルと執筆者(案)

タイトル 執筆者 現時点での方向性

国際標準の推進 目白大学石原先生 UN/CEFACT、AFACT等、観光情報に関連した国際
標準化を推進する。

情報流通の促進 ATR-Promotions高
橋様、カーたび機構
市川様

Linked DataとOpen Dataの採用による(経済)効果に
ついて。採用すべき団体についても指摘する。
機械翻訳を効果的に実施するための仕組み作りも含
める。

防災･減災と観
光クラウド

早稲田大学披田野
様

Inbound、Outbound、Domestic旅行者の安否確認や
緊急情報発信、受信方法の仕組みをまとめる。

観光クラウドラボ
の提案

国立情報学研究所
一藤先生

(継続検討中)

分量の目安
•Wordファイル１P(添付資料2：観光クラウドWGテンプレート.doc)
•パワーポイントファイル2P(添付資料3：観光クラウドWG 参考資料テンプレート Ver 0.1.pptx)
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主なスケジュール

• 提言内容と執筆者の募集(～2012年5月11日)

• 提言案の作成(～2012年5月11日までに技術SWGメーリングリ
ストに公開)

• 提言案の回覧(～5月末)

• 観光クラウドWGでの審議(5月末)

• JCCでの審議(7月初)

• 公開(7月末)


